
　

3
月
定
例
会
は
、3
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
長
の
施
政
方
針
演
説
、
24
年
度
の
補
正
予
算
、
25
年
度
当
初
予
算
や
特
別
会
計
な
ど
、
議
案
40
件
が
提
出
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
及
び
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
4
件
、「
菊
水
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
及
び
同
中
学
生
徒
の
自
死
に
つ
い
て
調
査
す
る
第
三
者

委
員
会
設
置
を
求
め
る
請
願
書
」は
採
択
、継
続
審
査
が
1
件
と
な
り
ま
し
た
。

特別会計補正予算

平成25年度　各会計当初予算の状況

和水町国民健康保険事業会計補正

和水町介護保健事業会計補正

和水町特別養護老人ホーム事業会計補正

和水町下水道事業会計補正

和水町特定地域生活排水処理事業会計補正

和水町後期高齢者医療事業会計補正

和水町国民健康保険和水町立病院事業会計補正

49,538千円減額

70,153千円減額

8,539千円減額

39千円追加

7,664千円減額

1,770千円減額

10,668千円追加

1,726,431千円

1,541,166千円

464,427千円

108,401千円

84,918千円

146,976千円

937,359千円

会　計　名 減額・追加 歳入歳出予算総額

一般会計補正予算

定例議会
報告

平成25年

３月
67,510千円を減額
総額70億88,370千円 133億10,329千円を可決

予算総額

前年度比
13.6％増

一般会計

国民健康保険事業会計

介護保険事業会計

特別養護老人ホーム事業会計

住宅用地造成事業会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

特定地域生活排水処理事業会計

春富財産区特別会計

後期高齢者医療事業会計

国民健康保険和水町立病院事業会計

8,181,560

1,687,959

1,587,300

493,981

4,608

80,501

93,413

91,370

281

152,573

936,783

13,310,329

6,583,002

1,750,426

1,594,313

475,671

4,318

39,064

108,028

92,582

281

148,746

922,800

11,719,231

1,598,558

－62,467

－7,013

18,310

290

41,437

－14,615

－1,212

0

3,827

13,983

1,591,098

124.3％

96.4％

99.6％

103.8％

106.7％

206.1％

86.5％

98.7％

100.0％

102.6％

101.5％

113.6％

会 計 名 増減額 前年度
対比

当初予算額
平成25年度 平成24年度

（単位：千円）

平成２４年度 平成25年度３月定例議会

133億10,329千円を可決133億10,329千円を可決

合  計

三加和地区小中併設型校舎建築が進む三加和中学校現場

４月１日から地方公営企業法『全部摘要』となった和水町立病院
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等 の陳 情 審 査 結 果 議 会３ 月 議 案 審 議
平成25年３月議会定例会

採 決 結 果
議　　　　案　　　　名 審議採決の結果議案番号

平成25年３月議会定例会　議案一覧 （町長提出一覧）

条 例
当初予算
補正予算
そ の 他
計

：　19件
：　11件
：　 8件
：　 6件
　44件

議案第 7号
議案第 8号
議案第 9号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号
議案第37号
議案第38号
議案第39号
議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号
議案第44号
議案第45号
議案第46号
同意第 1号
同意第 2号
同意第 3号
同意第 4号

和水町課設置条件の一部改正
和水町議員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
和水町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定
和水町子ども医療費助成に関する条例の一部改正
和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の制定
和水町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の制定
和水町地域生活支援事業利用料条例の一部改正
和水町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正
和水町産業廃棄物処理施設地域振興策基金条例の制定
和水町が設置する専用水道の水道技術管理者の資格を定める条例の制定
和水町簡易水道条例の一部改正
和水町準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定
和水町営住宅等整備の基準に関する条例の制定
和水町営住宅管理条例の一部改正
和水町道路標識に関する基準を定める条例の制定
和水町道路構造の技術的基準を定める条例の制定
和水町病院事業の設置等に関する条例の一部改正
和水町病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の制定
和水町病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定
平成25年度　和水町一般会計予算
平成25年度　和水町国民健康保険事業会計予算
平成25年度　和水町介護保険事業会計予算
平成25年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計予算
平成25年度　和水町住宅用地造成事業会計予算
平成25年度　和水町簡易水道事業会計予算
平成25年度　和水町下水道事業会計予算
平成25年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計予算
平成25年度　和水町春富財産区特別会計予算
平成25年度　和水町後期高齢者医療事業会計予算
平成25年度　国民健康保険　和水町立病院事業会計予算
平成24年度　和水町一般会計補正予算（第7号）
平成24年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第3号）
平成24年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第3号）
平成24年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第4号）
平成24年度　和水町下水道事業会計補正予算（第2号）
平成24年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第1号）
平成24年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第1号）
平成24年度　国民健康保険　和水町立病院事業会計補正予算（第4号）
指定管理者の指定
町道の路線認定
人権擁護委員候補者の推薦
人権擁護委員候補者の推薦
人権擁護委員候補者の推薦
教員委員会委員の任命

全会一致原案可決
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

賛成多数原案可決
〃
〃

全会一致原案可決
〃
〃
〃
〃
〃

賛成多数原案可決
全会一致原案可決

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

賛成多数原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案同意

〃
〃
〃

議　　　　案　　　　名 審議採決の結果議案番号
平成25年３月議会定例会　議案一覧 （議員提出一覧）

そ の 他
計

：　 4件
：　 4件

閉会中の継続審査申出書（総務文教常任委員会）
閉会中の継続審査申出書（建設経済常任委員会）
議員派遣申出書
閉会中の継続審査申出書（議会運営委員会）

全会一致原案決定
〃
〃
〃

建設経済常任
委員会

総務文教常任
委員会

建設経済常任
委員会

総務文教常任
委員会

〃

〃

採択

受付年月日 付託委員会受付番号 審査結果件　　　　　名

61

161

343

348

356

401

平成23年5月31日

平成24年7月27日

平成25年1月8日

平成25年1月21日

平成25年2月7日

平成25年3月12日

こうなりました！皆さんからの請願・陳情

建設に働く仲間と地域経済を救うルールづくりに関する請願

国宝船山古墳出土品記念展示館の設置を求める要望書

上和仁地区内の農道の一部を生活道路（町道）への格上げ

に関する要望書

上久井原地区に建設予定の大規模養豚場建設中止に関す

る陳情書

和水町立菊水中学におけるいじめ及び同中学生徒の自死に

ついて調査する第三者委員会設置を求める請願書

学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情書 配布

配布

継続
審査

和水町立菊水中学校全景
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平
成
25
年
度
の
健
康
福
祉
課
の
当
初
予
算
総
額

は
、
34
億
9,
４
７
７
万
７
千
円
で
、
対
前
年

度
比
4.7
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
支
出
の
主
な
も

の
は
、
高
齢
者
関
係
事
業
経
費
と
し
て
、
金
婚

式
等
表
彰
９
名
、
米
寿
１
０
５
名
、
プ
ラ
チ
ナ

婚
１
組
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費
用
と

し
て
、
３,
３
５
０
万
９
千
円
、
老
人
ク
ラ
ブ

数
43
で
加
入
者
数
１,
７
９
７
名
に
１
０
８
万

８
千
円
の
補
助
金
、
和
水
町
11
災
害
見
舞
金
１

６
８
万
円
、
専
用
住
宅
全
焼
２
戸
１
０
０
万
円
、

半
焼
１
戸
25
万
円
他
と
な
っ
て
い
る
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
３,
６
０

０
万
円
の
計
上
、
障
害
者
総
合
支
援
介
護
等
給

付
費
１
億
８,
８
１
３
万
円
計
上
、
児
童
福
祉

費
、
子
育
て
広
場
事
業
費
４
９
３
万
２
千
円
、

子
ど
も
医
療
費
１,
５
４
３
名
、
４,
２
８
４
万
円
、

出
生
祝
金
支
給
事
業
69
名
、
１,
４
７
０
万
円
、

児
童
手
当
１,
０
７
７
名
、
１
億
4,
７
４
２
万
円
、

保
育
所
運
営
負
担
金
（
私
立
）
２
億
６
０
０
万

円
、
（
公
立
）
５
５
０
万
円
、
保
健
予
防
係
、

予
防
接
種
委
託
料
１,
９
８
１
万
７
千
円
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託
料

１,
１
１
０
万
円
の
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
乳

幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
等
助
成
事
業

５
５
５
万
円
、
健
康
推
進
事
業
費
委
託
料
、
セ

ッ
ト
検
診
委
託
料
１,
３
１
３
万
９
千
円
、
選

択
検
診
１,
６
２
４
万
円
、
そ
の
他
新
規
事
業

と
し
て
〝
あ
ば
か
ん
家
〞
改
修
事
業
費
５,
８

４
０
万
５
千
円
と
な
る
。
介
護
保
険
事
業
、
特

別
会
計
、
介
護
保
険
予
算
、
歳
入
、
歳
出
、
予

算
総
額
15
億
８,
７
３
０
万
円
、
前
年
比
99
・

6
％
、
７
０
１
万
３
千
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
課

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出

各
々
81
億
８,
１
５
６
万
円
。
前
年
度
に
比
較

し
て
15
億
９,
８
５
５
万
８
千
円
の
増
額
。
増

額
の
主
な
要
因
は
、
学
校
統
合
事
業
費
の
小
中

併
設
型
校
の
造
成
、
建
築
費
で
す
。
地
方
交
付

税
30
億
７,
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
６,
０
０

０
万
円
減
）
、
町
税
７
億
６,
４
２
１
万
４
千

円
（
前
年
度
比
１,
３
８
４
万
５
千
円
増
）
。

主
な
事
業
と
し
て
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

事
業
で
25
年
度
１
億
６,
０
０
０
万
円
、
26
年

度
２
億
７,
４
０
０
万
円
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
新
設
工
事
費
５
０
５
万
円
。
防

火
水
槽
新
設
費
９
２
０
万
円
（
２
基
）
、
消
防

ポ
ン
プ
積
載
車
１
台
５
０
０
万
円
、
小
型
可
搬

ポ
ン
プ
２
台
購
入
費
３
４
０
万
円
。

企
画
課

学
校
統
合
事
業
費
で
、
三
加
和
地
区
設
計
、
建

築
費
２
億
６,
９
０
０
万
円
、
体
育
館
建
築
費

２
億
円
。
菊
水
地
区
設
計
、
建
築
費
11
億
４,
６

４
０
万
円
。
造
成
費
１
億
２,
６
０
１
万
円
。

ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
事
業
委
託
料
１,
０
８
９

万
５
千
円
。
太
陽
光
発
電
設
備
補
助
金
６
０
０

万
円
（
50
件
）
。

税
務
住
民
課

町
税
収
入
は
、
個
人
分
２
億
５,
９
０
８
万
３

千
円
（
前
年
度
比
２,
４
７
９
万
６
千
円
増
）
、

法
人
分
２,
６
８
３
万
７
千
円
（
前
年
度
比
４

８
３
万
２
千
円
減
）
、
固
定
資
産
税
３
億
８,
９

７
１
万
８
千
円
（
前
年
度
比
１,
２
６
６
万
７

千
円
減
）
軽
自
動
車
税
３,
６
９
５
万
７
千
円

経
済
課

農
林
水
産
業
費
2
億
8,
1
7
0
万
2
千
円
前

年
比
2,
9
5
2
万
9
千
円
の
増
。

商
工
費
に
つ
い
て
は
1
億
7,
8
7
6
万
7
千

円
前
年
比
6,
4
2
5
万
3
千
円
の
増
。

本
年
度
経
済
関
係
総
予
算
は
4
億
6,
0
4
6

万
9
千
円
と
な
る
。

農
業
総
務
振
興
費
と
し
て
1
億
8
0
9
万
5
千

円
、
内
、
主
な
も
の
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
委
託
料

1
1
0
万
円
。

農
業
振
興
補
助
金
（
施
設
・
機
械
等
整
備
補
助

金
）
と
し
て
1,
6
6
3
万
2
千
円
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
に
つ
い
て
は

6,
2
6
2
万
8
千
円
。

こ
の
事
業
は
協
定
数
53
集
落
対
象
面
積

6,
6
4
1,
2
2
1
㎡
、
負
担
割
合
が
国
50

%
、
県
25
%
、
町
25
%
の
事
業
。

農
業
者
個
別
所
得
補
償
対
策
事
業
と
し
て

4
7
8
万
6
千
円
（
産
地
確
立
対
策
に
伴
う
生

産
調
整
交
付
金
等
）
。

農
地
流
動
化
地
域
推
進
事
業
1,
3
0
6
万
2

千
円
、
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
事
業
4
5
8

万
円
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
事
業
6
4
3
万

8
千
円
。

林
業
振
興
費
2,
8
9
8
万
円
の
予
算
計
上
。

商
工
総
務
費
と
し
て
は
、
3,
8
7
7
万
7
千

円
の
計
上
。

観
光
費
と
し
て
1
億
3,
9
9
9
万
円
（
各
施

設
等
の
委
託
業
務
費
等
）
。

建
設
課

建
設
関
係
の
総
額
は
8
億
3
5
7
万
円
を
計
上
。

前
年
対
6,
1
3
2
万
3
千
円
の
増
額
と
成
っ

て
い
る
。

土
木
総
務
費
1
億
4,
0
3
7
万
3
千
円
、
そ

介
護
給
付
費
15
億
２,
３
３
０
万
円
、
厚
生
費

96
％
と
な
っ
て
い
る
。
要
介
護
認
定
者
数
８
５

５
人
と
な
っ
て
い
る
。
町
立
病
院
事
業
会
計
予

算
は
収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額
９
億
３,
６

７
８
万
３
千
円
で
対
前
年
比
１,
３
０
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
町
立
病
院
は
、
４
月
１

日
よ
り
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と
な
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
会
計
予
算
歳
入
歳
出
総

額
は
４
億
９,
３
９
８
万
円
で
、
前
年
度
比
、

１,
８
３
１
万
円
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
４
億

４,
９
４
４
万
８
千
円
、
そ
の
厚
生
費
は
91
％

で
、
又
、
歳
出
面
で
は
、
総
務
費
の
４
億
４,
６
８

６
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
予
算
審
議
概
要
で
あ
る
。

（
前
年
度
比
34
万
円
増
）
な
ど
。

学
校
教
育
課

歳
出
の
主
な
も
の
で
、
三
加
和
区
域
ス
ク
ー
ル

バ
ス
２
台
購
入
費
１,
２
０
０
万
円
。
閉
校
記

念
事
業
補
助
金
、
合
計
で
４
０
０
万
円
。

社
会
教
育
課

歳
出
の
主
な
も
の
で
、
県
営
圃
場
整
備
に
伴
う

発
掘
調
査
費
４,
０
７
２
万
６
千
円
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

一
般
被
保
険
者
保
険
税
２
億
２,
４
７
０
万
３

千
円
、
退
職
被
保
険
者
保
険
税
２,
４
５
０
万

２
千
円
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

保
険
基
盤
安
定
練
入
金
５,
７
２
４
万
１
千
円
。

保
険
料
７,
８
９
８
万
２
千
円
。

住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計

住
宅
用
地
貸
付
収
入
２
３
１
万
７
千
円
（
契
約

者
７
人
）

の
内
、
委
託
料
と
し
て
5
1
1
万
6
千
円
負
担

金
、
補
助
及
び
交
付
金
5,
9
5
2
万
8
千
円

内
、
県
事
業
負
担
金
6
0
0
万
円
、
土
木
費
補

助
金
5,
3
0
9
万
6
千
円
（
行
政
区
61
区
・

団
体
50
団
体
）
。

道
路
維
持
費
と
し
て
5,
7
5
9
万
6
千
円
、

そ
の
内
、
工
事
請
負
費
5,
3
0
0
万
円
事
業

量
は
21
路
線
分
。

道
路
新
設
改
良
費
2
億
7,
4
3
8
万
2
千
円
、

そ
の
内
、
工
事
請
負
費
2
億
1,
2
0
0
万
円

11
路
線
。

道
路
新
設
改
良
費
1
億
3,
0
0
0
万
円
に
つ

い
て
は
、
用
木
米
渡
尾
線
道
路
改
良
工
事
で
、

平
成
25
年
度
で
事
業
完
了
。

橋
梁
維
持
費
に
つ
い
て
は
5
カ
所
で
4,
0
5
0

万
円
。

河
川
維
持
費
3,
8
0
0
万
円
に
つ
い
て
は
、

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
伴
う
矢
部
谷
川

の
、
河
川
付
け
替
え
等
に
よ
る
も
の
で
、
本
年

度
増
額
予
算
計
上
。

特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
事

業
着
手
し
、
現
在
12
集
落
に
給
水
、
普
及
率
は

69
・
3
%
。
平
成
24
年
度
の
給
水
受
益
状
況
は
、

加
入
戸
数
6
0
3
戸
給
水
戸
数
5
5
1
戸
、
歳

入
に
於
い
て
は
使
用
料
及
び
手
数
料
1,
9
3
7

万
円
、
繰
入
金
3,
1
9
8
万
7
千
円
を
充
当

し
て
い
る
状
況
。

下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
歳
入
と
し
て
使
用
料

及
び
手
数
料
1,
8
9
7
万
2
千
円
、
繰
入
金

6,
6
2
3
万
8
千
円
。

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
会
計
で
は
、
浄

化
槽
の
整
備
率
は
菊
水
地
区
64
・
3
%
三
加
和

地
区
81
・
9
%
、
和
水
町
で
は
73
・
4
% 

の

整
備
率
。

特
別
会
計
事
業
に
つ
い
て
は
3
事
業
と
も
一
般

会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
が
成
さ
れ
て
い
る
が
、

衛
生
面
、
環
境
面
、
そ
し
て
安
心
・
安
全
な
住

み
よ
い
町
づ
く
り
の
為
に
は
環
境
整
備
事
業
は

欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ
る
。

納めた 　　　は どのように使われるのか

委
員
長
　
古
閑
　
修
一

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
杉
村
　
幸
敏

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
豊
後
　
　
力

建
設
経
済
常
任
委
員
会

あなたの 税金税金
予 算 審 査・ 各常任委員会報告

圃場整備にともなう田中城跡周辺発掘調査エリア

Nagomi vol.27 Nagomi vol.27



公　債　費
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平成２5年度 特 別 会 計 予 算

（単位：千円）
総　額：　5,239,651 千円

自 主 財 源 1,299,570

764,214

3,070,000

912,060

398,127

9.3%

37.5%

11.1%

4.9%

184,319

2,295,600

219,693

337,547

2.3%

28.1%

2.7%

4.1%

平成２5年度 一 般 会 計 　 予 算歳入
歳出

依 存 財 源 6,881,990

（借金）

（単位：千円）

（単位：千円）
歳 出 予 算

歳 入 予 算

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費

農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費

教 育 費 災 害 復 旧 費 公 債 費

96,171（1.2%） 1,143,356（14.0%） 1,593,898（19.5%） 601,465（7.3%）

281,702（3.4%） 178,767（2.2%） 803,570（9.8%） 212,844（2.6%）

2,485,456（30.4%） 761,729（9.3%）

15,000

（0.2%）

予 備 費

歳 出 合 計 8,181,560 （100%）

7,602（0.1%）

国 民 健 康 保 険

1,687,959

介 護 保 険

1,587,300

特別養護老人ホーム

493,981

簡 易 水 道 事 業

80,501

下 水 道 事 業

93,413

国民健康保険和水町立病院

936,783

住  宅  用  地  造  成

4,608

後期高齢者医療事業

152,573

特定地域生活排水処理事業

91,370

春 富 財 産 区

281

限 ら れ た 予 算 で 最 大 限 の 効 果 を ！



真実を明らかにするために、
第三者委員会を設置したらどうか？

現
在
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
『
い
じ
め
』
に
つ
い
て
、

去
る
３
月
８
日
と
９
日
付
け
の
熊

日
新
聞
に
２
日
連
続
で
『
県
北
の

い
じ
め
問
題
』
が
大
き
く
報
道
さ

れ
た
が
、
昨
年
７
月
発
生
し
た
菊

水
中
学
校
男
子
生
徒
の
自
死
に
つ

い
て
、
町
行
政
並
び
に
町
教
育
委

員
会
は
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

（
町
長
）
昨
年
７
月
、
本
町

中
学
校
男
子
生
徒
が
、
自
ら
命
を

絶
つ
と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
が
、

そ
の
こ
と
に
驚
き
と
悲
し
み
を
禁

じ
得
な
い
。
衷
心
よ
り
ご
本
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

ご
家
族
の
皆
様
に
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

現
在
、
子
ど
も
の
宝
で
あ
る
教

育
環
境
を
整
え
る
べ
く
努
力
を
し

て
い
る
最
中
、
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で

な
ら
な
い
が
、
今
後
そ
の
よ
う
な

事
案
が
絶
対
起
こ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
町
行
政
と
町
教
育
委
員
会
が

心
を
一
つ
に
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

（
教
育
長
）
改
め
て
、
昨

年
７
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
生
徒
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
ご
両
親
は
じ
め
ご
家
族

の
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し

教
育
委
員
会
と
し
て
、
学
校
教
育

を
行
う
に
当
た
っ
て
、
基
本
理
念

と
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
児

童
・
生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
命
の
大
切
さ

を
理
解
さ
せ
、
一
人
一
人
の
児

童
・
生
徒
が
自
ら
の
命
を
大
切
に

す
る
と
と
も
に
、
命
の
尊
さ
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
回
、
生
徒

が
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
誠
に
悲

し
い
出
来
事
が
起
き
、
発
生
の
重

大
さ
を
認
識
し
、
か
か
る
出
来
事

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
深
く
悔
や
む
と
と
も
に
反
省

し
て
い
る
。
今
回
の
出
来
事
を
肝

に
銘
じ
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
出

来
事
が
起
き
な
い
よ
う
教
育
委
員

会
は
も
と
よ
り
、
町
内
の
各
小
中

学
校
一
体
と
な
っ
て
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。今

回
の
問
題
で
真
実
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
三
者
委

員
会
を
設
置
し
て
、
徹
底
し
た
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

第
三
者
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

（
教
育
長
）
そ
の
こ
と
に

関
し
て
は
、
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

い
じ
め
は
、
死
に
つ
な
が

る
深
刻
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
を
深
く
認
識
し
て
、

人
権
尊
重
の
立
場
か
ら
、
防
止
対

策
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
う
が
。

（
教
育
長
）
今
回
の
件
を

深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
、
二
度

と
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

全
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
約
束
す
る
。

ズバリ！聞きます 一般質問
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［教育長］そのことに関してはコメント
できない！

　

和
水
町
観
光
協
会
は
、
来
る
２

月
２
日
〜
３
日
の
１
泊
２
日
で
東

京
都
（
大
東
区
上
野
・
墨
田
区
・

千
代
田
区
）
内
の
東
京
国
立
博
物

館
・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
ソ
ラ

マ
チ
を
会
長
は
じ
め
委
員
10
名
に

て
視
察
研
修
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
立
博
物
館
に
お
き
ま
し
て

は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
船

山
古
墳
出
土
品
１
０
０
点
余
り
の

品
々
の
中
で
、
特
に
象
嵌
文
字
を

刻
ま
れ
た
太
刀
や
冠
等
が
船
山
出

土
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
博
物
館
の

一
角
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
、
町
民
と
し
て
誇
り
に

思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
出
土
品
に
つ
い
て

は
、
未
だ
謎
多
い
古
墳
と
し
て
語

り
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
と
共

に
、
和
水
町
を
歴
史
的
価
値
あ
る

町
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
願
う
次

第
で
す
。

　

２
日
目
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
・
ソ
ラ
マ
チ
の
視
察
で
し
た

が
、
こ
の
エ
リ
ア
そ
の
も
の
が
１

つ
の
都
市
と
し
て
機
能
し
て
い
る

と
思
え
る
よ
う
な
賑
わ
い
で
し

た
、
最
上
階
の
展
望
ま
で
１
分
足

ら
ず
で
上
る
こ
と
が
で
き
、
日
本

の
技
術
力
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
最
上
階
で
は
東
京
23
区
を
一

望
に
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
、
東

京
タ
ワ
ー
も
小
さ
く
見
え
ま
し

た
。

　

こ
の
光
景
も
都
市
で
有
る
が
故

の
景
観
と
感
じ
ま
し
た
し
、
人
工

的
な
造
形
そ
の
も
の
に
我
々
が
住

む
田
園
風
景
が
都
会
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
・
・
・
。

　

地
上
の
ソ
ラ
マ
チ
は
迷
路
と
言

っ
て
良
い
ほ
ど
、
人
・
人
・
人
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
つ
通

り
を
過
ぎ
る
と
や
は
り
、
燦
々
と

し
た
風
景
も
感
じ
ま
し
た
。
繁
栄

と
衰
退
す
る
現
実
を
実
感
し
た
次

第
で
す
。
今
回
の
研
修
で
感
じ
た

こ
と
は
、
私
た
ち
が
住
む
和
水
町

を
如
何
に
地
域
住
民
の
方
々
と
と

も
に
、
人
々
が
集
い
、
豊
か
な
文

化
を
構
築
す
る
よ
う
な
町
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
痛
切
に
感
じ

ま
し
た
。

小山　　暁議員

和水町観光協会視察研修一行 東京スカイツリー

東京国立博物館

平
成
24
年
度
観
光
協
会

視
察
研
修
報
告

建
設
経
済
常
任
委
員
長
　
豊
後
　
力



あばかん家改修工事及び
社会福祉協議会への移行について！

肥
後
元
気
村
と
の
指
定
管
理

契
約
期
間
終
了
に
伴
い
、
温
泉
を

有
効
活
用
し
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
和
水
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
共
に
事
業
展
開
を
進
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
成
す
の
か
伺
う
。

（
町
長
）
肥
後
元
気
村
と
の

指
定
管
理
契
約
期
間
が
３
月
を
も

っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
一
時

休
館
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
和
水

町
の
中
心
に
位
置
す
る
、
あ
ば
か

ん
家
に
拠
点
を
移
し
、
温
泉
を
利

活
用
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
き
、
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
現
在
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

事
業
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
各
種
福

祉
団
体
等
と
の
相
互
間
の
情
報
交

換
な
ど
が
で
き
る
体
制
整
備
を
整

え
て
い
く
。

独
り
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方

か
ら
夜
独
り
で
い
る
の
は
非
常
に

寂
し
い
と
声
を
き
く
が
、
新
た
な

事
業
展
開
の
中
で
民
泊
出
来
る
よ

う
な
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
等
考
え
な

い
か
。
又
、
子
育
て
支
援
事
業
等

も
並
行
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。（

健
康
福
祉
課
長
）
高
齢
者

の
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
今
現
在
、

日
本
全
国
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運

営
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
子

育
て
支
援
事
業
も
含
め
て
、
今
後

の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

あ
ば
か
ん
家
を
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
改
修
工
事
等

の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
移

行
に
あ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
、
議
論
が

な
さ
れ
た
の
か
、
又
、
町
民
へ
の

説
明
等
十
分
に
な
さ
れ
た
の
か
伺

う
。

（
町
長
）
社
会
福
祉
協
議

会
は
町
合
併
後
本
所
、
支
所
で
の

業
務
と
な
っ
て
い
た
。
８
年
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
事
業
統
一
を

す
る
こ
と
に
よ
り
互
い
の
職
員
が

問
題
を
共
有
し
、
効
率
の
よ
い
福

祉
事
業
を
進
め
る
と
い
う
想
い
の

中
で
１
月
30
日
の
理
事
会
、
評
議

委
員
会
に
於
い
て
全
員
一
致
の
も

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

　

地
域
住
民
の
方
々
に
は
菊
水
地

区
、
三
加
和
地
区
に
於
い
て
も
し

っ
か
り
と
説
明
を
し
て
い
く
。
跡

地
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
学
校
跡
地

同
様
総
合
的
に
公
益
性
に
沿
っ
た

施
設
に
と
思
っ
て
い
る
。

（
副
町
長
）
温
泉
施
設
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉

協
議
会
と
十
分
協
織
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
そ
の
他
の
一
般
質
問
は
次
の
通

り
。

◎
浄
化
槽
の
普
及
状
況
に
つ
い
て

◎
集
落
の
初
寄
り
に
つ
い
て

◎
危
惧
さ
れ
る
限
界
集
落
に
つ
い
て

ズバリ！聞きます 一般質問

自死後のアンケートに対しての
具体策は！

説明が十分ではなかった。
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［教育長］［町長］社会福祉の充実を図っていく。

豊後　　力議員

教
育
相
談
体
制
を
整
え
る
と

共
に
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
が
主
体
的
に
動

い
て
い
な
い
。
だ
か
ら
今
の
様
な

状
態
が
出
来
て
い
る
。

（
教
育
長
）
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

学
校
に
も
一
緒
に
対
応
し
て
欲
し

い
と
要
望
。
一
番
大
切
な
こ
と
は

子
ど
も
の
命
を
守
る
事
。
笑
っ
て

い
た
か
ら
い
じ
め
は
無
か
っ
た
と

い
う
捉
え
方
は
し
て
い
な
い
。
学

校
現
場
に
徹
底
さ
せ
る
と
共
に
私

も
心
に
深
く
き
ざ
み
た
い
。

教
職
員
へ
の
徹
底
と
言
わ
れ

た
が
先
生
方
は
知
ら
な
い
と
い
う

状
態
で
す
か
ら
命
の
教
育
等
で
未

然
に
防
ぐ
再
発
防
止
が
で
き
な
い
。

当
該
児
童
生
徒
が
一
定
の
人
間
関

係
の
あ
る
者
か
ら
心
理
的
、
物
理

的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り

精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も

の
を
い
じ
め
と
す
る
と
国
は
言
っ

て
い
る
。
学
校
も
教
育
委
員
会
も

当
事
者
で
す
。

（
教
育
長
）
精
査
の
内
容
も

あ
る
。
自
転
車
の
パ
ン
ク
は
深
く

反
省
し
二
度
と
な
い
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。
直
接
原
因
に
は
な
ら

な
い
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
だ
と

い
う
事
案
は
認
識
で
き
な
か
っ
た
。

１
０
０
％
と
い
う
事
で
は
な
い
。

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。

問
題
を
隠
さ
ず
に
対
応
で
き

た
教
員
や
学
校
を
プ
ラ
ス
評
価
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
じ
め

の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、問
題

を
隠
さ
ず
に
組
織
的
に
取
り
組
む

等
教
育
長
は
受
け
身
で
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
校
長
を
中
心
に

学
校
経
営
を
お
任
せ
し
た
い
。
教

育
委
員
会
で
支
え
て
い
き
た
い
。

一
方
的
に
集
団
で
、
又
は
継
続
的

に
、
長
期
的
に
や
ら
れ
て
い
た
事

案
は
な
い
。
保
護
者
の
痛
み
が
わ

か
る
の
で
反
省
し
絶
対
に
二
度
と

起
き
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
私
の

願
い
、
思
い
を
伝
え
て
学
校
の
先

生
ま
で
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
。

か
ら
か
い
や
、
い
じ
わ
る
と
か
、

い
じ
め
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
精
査
を
し
た
中
で
そ
の
い
じ

め
が
直
接
の
原
因
と
な
る
よ
う
な

も
の
は
な
い
。

杉本　和彰議員

総合福祉センター的な福祉サービスの拠点となる『あばかん家』



いじめ・自死に関する
第三者委員会の設置を！

菊
水
中
学
校
の
自
死
問
題
で

生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

（
教
育
長
）
内
容
は
お
互
い

の
ズ
ボ
ン
を
脱
が
せ
あ
う
よ
う
な

悪
ふ
ざ
け
、
机
に
の
り
を
塗
っ
た

り
、
あ
だ
名
を
言
っ
た
り
悪
口
を

言
う
か
ら
か
い
、
物
を
隠
し
た
り

隠
さ
れ
た
り
お
互
い
に
暴
れ
あ
っ

て
け
り
あ
う
、
じ
ゃ
れ
あ
い
な
ど

が
あ
っ
た
が
、
集
団
で
暴
行
を
受

け
て
い
た
と
か
、
長
期
に
わ
た
っ

て
悪
ふ
ざ
け
が
続
い
た
と
か
一
方

的
に
長
時
間
に
及
ん
で
い
た
と
い

う
の
は
な
か
っ
た
。

午
前
中
の
質
問
に
対
し
、
い

じ
め
は
あ
っ
た
と
は
っ
き
り
答
弁

さ
れ
た
が
、
間
違
い
な
い
か
。

（
教
育
長
）
い
じ
め
的
行
為

は
あ
っ
た
と
私
は
答
え
た
つ
も
り

で
、
そ
れ
で
言
葉
が
足
り
な
か
っ

た
ら
申
し
訳
な
く
思
う
。

保
護
者
説
明
会
が
数
回
行
わ

れ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
５
名
の

う
ち
誰
も
出
席
し
て
い
な
い
。
出

席
し
て
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く

立
場
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
は
自
死
、
い

じ
め
の
件
で
問
題
や
解
決
策
を
議

論
す
べ
き
だ
が
、
教
育
委
員
会
議

事
録
に
は
教
育
委
員
の
発
言
が
な

く
議
論
は
な
い
。
今
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
教
育
委
員
会
の
改
革
で

は
な
い
の
か
。

（
教
育
長
）
今
ご
指
摘
を
再

度
受
け
て
、
参
加
し
て
い
た
ほ
う

が
ベ
タ
ー
だ
っ
た
な
と
い
う
点
は

反
省
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
の
議
事
録
の
と
お

り
で
大
事
な
こ
と
な
の
で
も
っ
と

討
議
を
す
る
場
面
も
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

大
津
市
の
中
学
生
の
自
殺
問

題
で
事
実
解
明
の
た
め
第
三
者
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
同
級
生
の
行

為
に
つ
い
て
19
件
を
い
じ
め
と
認

め
て
い
る
。
第
三
者
委
員
会
の
設

置
権
が
あ
る
の
は
町
長
で
す
が
、

本
町
で
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
町
長
）
現
時
点
に
お
い
て

第
三
者
委
員
会
を
設
置
す
る
、
し

な
い
を
判
断
す
る
ま
で
は
考
え
方

が
整
っ
て
い
な
い
。

ズバリ！聞きます 一般質問

「公共関与による産業廃棄物
最終処分場建設対策」
今後のまちづくりにどう生かすか！

和水町のまちづくりを県に対して
一層の支援と協力を要請する。
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［町長］［町長］現時点において第三者委員会を
設置する、しないを判断するまでは
考え方が整っていない。笹渕　賢吾議員

平
成
18
年
３
月
27
日
の
建
設

計
画
発
表
か
ら
、
去
る
３
月
４
日

の
環
境
保
全
協
定
書
の
調
印
締
結

の
今
日
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
た

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

（
町
長
）
建
設
候
補
地
が
南

関
町
下
坂
下
に
決
定
以
来
、
動
向

を
注
視
し
て
き
た
。
特
に
関
係
地

区
住
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
心

労
と
ご
苦
労
を
か
け
環
境
整
備
を

ご
理
解
さ
れ
、
苦
渋
の
決
断
を
さ

れ
た
。
又
、
関
係
地
区
の
心
配
ご

と
は
、
町
の
心
配
ご
と
と
し
て
町

議
会
全
員
が
受
け
止
め
て
県
に
対

し
説
明
を
求
め
て
こ
ら
れ
た
。
県

に
於
い
て
も
、
安
全
性
確
保
の
観

点
か
ら
自
然
放
流
型
か
ら
ク
ロ
ー

ズ
ド
無
放
流
型
の
施
設
に
変
更
し

安
全
性
を
極
限
ま
で
追
求
す
る
と

知
事
も
表
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
又
、
処
分
場
埋
立
完
了
廃
止

後
将
来
に
わ
た
り
県
が
責
任
を
負

う
事
も
明
文
化
さ
れ
誠
意
が
充
分

伝
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
和
水
町
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
県
に
対
し
一
層
の

支
援
と
協
力
を
願
い
要
請
し
て
い

く
。

事
業
運
営
に
関
す
る
情
報
開

示
、
相
互
の
連
絡
体
制
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

（
税
務
住
民
課
長
）
情
報
開

示
は
施
設
の
安
全
性
を
担
保
す
る

事
で
非
常
に
重
要
と
考
え
る
。
環

境
保
全
協
定
書
で
、
環
境
調
査
結

果
の
公
表
、
立
入
り
検
査
結
果
及

び
事
故
等
発
生
し
た
場
合
の
報
告

等
取
り
決
め
て
あ
る
。
処
分
場
の

建
設
、
運
営
に
つ
い
て
積
極
的
に

情
報
公
開
す
る
と
定
め
て
あ
る
。

安
全
推
進
委
員
会
の
構
成
等

は
ど
う
な
る
の
か
。

（
税
務
住
民
課
長
）
県
担
当

課
、
有
明
保
健
所
、
町
担
当
課
、

議
会
代
表
、
内
田
・
長
小
田
区
代

表
者
、
南
関
町
も
同
様
の
構
成
で

参
画
、
総
勢
15
名
程
度
に
な
る
。

地
域
振
興
策
の
方
策
は
。

（
企
画
課
長
）
事
業
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
県
知
事
に
要
望

し
た
地
元
の
要
望
を
第
一
に
考
え

周
辺
環
境
の
整
備
、
処
分
場
を
中

心
と
し
た
地
域
振
興
を
図
る
事
業

の
推
進
を
進
め
て
い
く
。
事
業
財

源
に
充
て
る
交
付
金
が
交
付
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
町
で
は
、
こ
の

交
付
金
を
目
的
基
金
に
積
み
立
て

地
元
の
事
業
を
実
施
す
る
年
度
に

取
り
崩
し
事
業
を
進
め
る
計
画
で

あ
る
。
そ
の
為
に
和
水
町
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
地
域
振
興
基
金
条

例
を
今
議
会
に
上
程
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

県
は
処
分
場
を
環
境
教
育
の

場
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
方
針
。

処
分
場
と
町
内
の
観
光
施
設
（
歴

史
文
化
遺
跡
、
温
泉
等
）
と
リ
ン

ク
さ
せ
た
観
光
開
発
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

（
町
長
）
環
境
に
対
す
る

学
習
の
場
と
し
て
の
施
設
と
し
て

力
を
入
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
施

設
の
具
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

提
案
さ
れ
た
点
に
関
し
今
後
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

髙巢　泰廣議員

熊本県公共関与産業廃棄物管理型最終処分場
環境保全協定書の調印式（3月4日・和水町役場本庁）



農業後継者の育成は！

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
後
継
者
が
育
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策
等
に

つ
い
て
伺
う
。

（
町
長
）
町
と
し
て
は
中
山

間
総
合
整
備
事
業
（
基
盤
整
備
）

を
進
め
、
生
産
基
盤
の
確
立
、
農

作
業
の
軽
減
化
を
図
る
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
機
械
器
具
等
の
導
入
に

対
し
15
%
か
ら
25
%
に
支
援
を
拡

充
し
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
農

協
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
和
水

町
の
農
業
振
興
に
努
め
て
い
く
。

（
経
済
課
長
）平
成
2
0
1
0

年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
で
は
、

本
町
に
お
い
て
1,
4
4
2
戸
の

総
農
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
販
売

農
家
9
9
8
戸
の
う
ち
、
専
業
農

家
数
は
3
0
4
戸
、
兼
業
農
家
数

6
9
4
戸
と
成
っ
て
お
り
、
平
成

2
0
0
5
年
か
ら
比
較
す
る
と
、

総
農
家
数
1
1
2
戸
の
減
少
、
販

売
農
家
数
1
5
2
戸
の
減
少
の
う

ち
、
専
業
農
家
2
戸
減
少
、
販
売

農
家
1
5
0
戸
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
農
業
を
継
続
し
て
い
く
上

で
、
就
農
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
所
得
の
確
保
な
ど
、
い
く

つ
か
の
課
題
も
あ
り
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
が
急
務
で
あ
る
。

政
権
が
交
代
し
中
山
間
総

合
整
備
事
業
（
基
盤
整
備
）
が
計

画
よ
り
進
む
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
進
み
方
に
つ
い
て
伺
う
。

（
事
業
課
長
）
国
、
県
の

補
正
が
続
き
当
初
の
計
画
よ
り
早

く
進
ん
で
い
る
。

日
本
国
内
で
い
じ
め
、
体

罰
に
よ
る
子
ど
も
の
自
殺
が
取
り

だ
さ
れ
て
い
る
が
我
が
町
で
も
昨

年
中
学
生
の
自
ら
の
命
を
絶
つ
と

い
う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
案

が
発
生
し
て
い
る
が
、
原
因
、
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

（
教
育
長
）
生
徒
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
が
、
事
故

発
生
に
直
接
つ
な
が
る
要
因
も
見

い
だ
せ
ず
、
警
察
の
聞
き
取
り
調

査
の
結
果
か
ら
も
、
現
段
階
に
お

い
て
は
事
件
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
と
の
見
解
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と

を
総
合
的
に
捉
え
、
な
ん
で
、
生

徒
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
の
か
究

明
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

現
在
ま
で
何
が
原
因
で
生
徒
自
ら

命
を
絶
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
新
た

に
学
校
長
は
学
校
教
育
目
標
を
変

更
し
、
「
生
命
を
重
ん
じ
心
の
痛

み
が
わ
か
る
生
徒
の
育
成
」
と
い

う
も
の
を
提
起
さ
れ
、
い
つ
も
生

徒
の
隣
に
い
て
、
生
徒
の
出
す
サ

イ
ン
が
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
る
よ

う
な
力
、
教
師
力
を
付
け
る
た
め

に
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
先
生
方
か
ら
の
指
導
・
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
い
つ

の
時
点
で
、
い
じ
め
が
原
因
で
自

ら
の
命
を
絶
っ
た
の
で
は
無
い
と
、

判
断
さ
れ
た
の
か
。

（
教
育
長
）
8
月
26
日
に

教
育
委
員
会
を
開
い
て
お
り
、
そ

の
折
に
判
断
し
た
。

教
育
長
は
報
道
機
関
か
ら

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
答
え
の
中
で
、

「
い
じ
め
が
直
接
の
原
因
で
は
な

か
っ
た
」
、
「
そ
れ
は
揺
る
ぎ
な

い
信
念
で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
て

い
る
が
、
親
御
さ
ん
達
の
気
持
ち

を
考
え
れ
ば
、
言
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
思
う
が
伺
う
。

（
教
育
長
）
遺
族
の
方
の

心
を
思
う
と
言
葉
が
適
正
で
な
か

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
一
般
質
問
は
、
次
の

通
り
。

◎
定
住
促
進
に
つ
い
て

ズバリ！聞きます 一般質問

中学生の自死に対して
教育委員会の対応はどうだったのか！

早く、心の落ち着きを願い
今後しっかり取り組んでいきたい。
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［町長］［町長］農協と行政が一体となって
和水町の農業振興に努める。

蒲池　恭一議員

昨
年
中
学
生
の
痛
ま
し
い
事

案
が
発
生
し
た
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

（
教
育
長
）
遺
族
の
方
か
ら
、

何
故
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
た
の

か
、
何
故
起
き
た
の
か
家
庭
で
は

ど
う
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
子
ど

も
が
学
校
で
、
ど
の
よ
う
な
行
動

や
友
達
関
係
が
、
ど
の
様
に
接
さ

れ
て
い
た
の
か
、
様
子
を
知
り
た

い
と
い
う
要
請
を
受
け
て
、
事
故

発
生
の
当
日
、
全
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
を
し
た
。
保
護
者
説

明
会
も
事
故
発
生
後
2
日
後
に
開

き
、
事
故
報
告
を
行
い
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
精
査
が
終
わ
り
、
第
2
回

目
の
保
護
者
説
明
会
を
8
月
23
日

に
開
催
し
た
。

　

玉
名
警
察
署
か
ら
の
見
解
も
照

会
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
今
回

の
事
故
発
生
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、

懸
案
、
事
案
は
な
か
っ
た
と
報
告

し
た
。2

回
開
催
さ
れ
た
保
護
者
説

明
会
で
、
学
校
教
育
の
中
枢
機
関

で
あ
る
教
育
委
員
会
側
か
ら
誰
一

人
保
護
者
説
明
会
に
出
席
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
取
る
べ
き
行
為
で
は
な
い
と
思

う
が
。（

教
育
長
）
確
か
に
参
加
し

な
か
っ
た
。
校
長
先
生
と
は
、
十

分
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
相
談
し
な

が
ら
、
説
明
会
は
学
校
に
お
願
い

し
た
。
私
を
は
じ
め
参
加
し
た
ほ

う
が
、
保
護
者
等
の
信
頼
関
係
も

あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
今
回

の
事
を
更
に
肝
に
銘
じ
な
が
ら
今

後
職
務
に
当
た
り
た
い
。

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
い
じ

め
を
認
め
た
と
い
う
報
道
の
後
、

報
道
各
社
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送

付
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
、

教
育
委
員
長
、
議
長
の
許
可
を
受

け
て
か
ら
な
の
か
。

（
学
校
教
育
課
長
）
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
い
じ
め
を
認
め

た
と
い
う
報
道
で
あ
っ
た
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
ま
で
同

様
、
認
識
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
訂
正
を
申
し
で
た
次
第

で
あ
る
。

　

送
付
に
対
し
て
は
、
議
長
の
許

可
は
受
け
て
い
な
い
。

玉
名
教
育
事
務
所
長
あ
て
に
、

い
じ
め
は
な
か
っ
た
と
、
事
後
報

告
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

（
教
育
長
）
ま
だ
こ
の
事
故

が
完
了
し
た
と
い
う
報
告
は
一
切

し
て
い
な
い
。

両
親
か
ら
和
水
町
へ
、
第
三

者
委
員
会
設
置
へ
の
要
望
書
の
提

出
が
あ
っ
た
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

（
町
長
）
学
校
と
町
教
育
委

員
会
が
し
っ
か
り
対
応
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
町
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
為
に
第
三
者
委
員
会
を
設
置

す
る
方
向
で
検
討
し
、
心
落
ち
着

く
教
育
環
境
に
早
く
戻
し
た
い
。

　
そ
の
他
一
般
質
問
は
、
次
の
通

り
。

◎
町
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

◎
学
校
建
設
に
つ
い
て

松村　慶次議員
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